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ニュージーラヱノド産

養殖アワビ貝ブリスター真珠

チェリルY.ウィンツェル著

アワピ員真珠を用いた養殖の成功i立、 18叩年代後期に

フランスの蒋学者んイブ-1'.ンの実強によって一般に

知られるようになったが、商業生産品胃能iこ立った拍は

ここ数?十年のことである。カラフルでイリデッセンスがある

真理車揮を持つ、ニュージーランド由B唱);t寺ペス 7-('):;1.、

(アイリスアワビ)由使湾ということが、近代において、

この産業界!こ与えた最大の'IJ.響となった。

エンプレス 7バロン社が、この抗、3古寺.，.:;1.、 7-(、):;t.から

大き〈魅力的怠養殖ブリス舎一真珠{按付き真理量}を生産

しているo1997年の最初の商業叡穫では、重径は

9四20mm あり、輝〈ょう主:7/&~.、グリーン、パープル及び

ピンヲの色栂を有する約色町渇信のジュヱリ一品質の養殖

7リス告一真珠古喋れた.

宝石学で罵いられている最先議ぬ倹査技術を寵量産して、

ζ由良から撮れたサンプル22個を検査したところ、

コンキオリン贋由存在自有無と厚さが、フヱ-A・7ツブの

外観に大きな影響を及ぼすことを発晃した.

エンプレス 7バロン社は、この鹿足猿軟体動物圭用いた

養殖パ口ッヲ真義を生産する実感も行っている。
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ウヱンツェル女史(0輔吐血根崎砲がm竃}は‘
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グど、、貝真珠は、その希少性、ダイナミツク

な色、及び非凡なイリデ、ツセンスを兼

ね備えているため、高い賞賛を受けている。この真珠は、

珍しい形状ーそのほとんどは円錐形ーと、大きな成長を遂

げる場合があるため、とりわけデザイナージュエリーに適し

ている。この希少な真珠は、それらの美しさを持ち合わせて

いるので、 19世紀後期には、既に養殖実験が幾度も行わ

れていたとしづ記録が残っている。研究者がアワビ貝真珠

養殖への挑戦とそれに伴う困難を克服したのは、ごく最近

のことであった。ある会社、つまりニュージーランド、クライス

トチャーチのエンプレスアパロン社が、ニュージーランドの

ハグ才ディスアイグスを用し、て、輝くような色を持つブリス

ター真珠の養殖に成功した(図1)。この張り合わせ養殖ブ

リスター真珠は、エンプレスパーノレ1:>(米国ではエンプレス

アバロンパーノレ也)という国際商標の下で販売されている。

同社は養殖真円アワビ貝真珠の商業生産も目指している。

本論文は、エンプレスアバロン社が生産している張り

合わせブリスター真珠の、養殖、歴史、生産、販売、及び

鑑別特徴に焦点を合わせた。他に明記していない限り、こ

れらの情報は1996年から1998年の聞に、この会社の所有

者だったりズ及びマイケノレマッケンジーに個人的に連絡し、

入手したものである。

アワビ貝真珠養殖の歴史

アワビ貝真珠の養殖は、この貝の養殖及び挿核が困難な

ためになかなか成功に至らない。初めて養殖アワビ貝ブリ

スター及び球形真珠が実験的に生産されたのは1890年代

後期で、フランスの科学者ノレイブータンがヨーロッパに棲

息するアワビ貝、アバロンハグオティスチユノf.ーキュラータ

を使用して行った(77ンクホ'ナー、 1991、1995)040年後、ラ

プレースボストウィァクは、カリフォルニアに棲息するアワビ

貝を用いてブリスター真珠とノミロック真珠との両方を養殖し

たと発表した(ホ'̂ トウィッ夕、 1936)01950年代半ば、ボスト

ウィァクの研究は日本の科学者宇野寛博士へと引き
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図1.

ニュ-::;ーランドの

養殖アワピ員ブリス空一真珠i主、

1996.年に国際宝石市場で

初めて紹介されて以来、

多〈のフ7インジュエリーの

中の1つとされている。

この18K，の金とパラジウムの
ペンダント〈実擦は隠れた

ウラスブ)には、 15mmの
Fジヱムjグレイドの

ヱンプレスパ-/t烏が

セットされている。

ネッヲレスの告ヒチ産累真珠i主、
11.5mmから15.25mmまでの
グラデュヱーションである。

コロラド耕デンバーの

リチヤードキンパルが

デザイン及び製造を担当した。

写真。アザド。

継がれた。宇野は、貝殻に穴をあけて核を固定するこ

とにより、アワビ貝真珠の養殖を大きく発展させた(77

ンクホ・ナ一、 1995;マッケンシ.一、 1996)。彼はその後、日本

のハグ才ティステ1グスカス(クロアワビ)を用し、て最大

直径22mmのブリスター真珠を成長させる事に成功し

たと報告した。しかし、真円真珠の生産については大

きな成果を挙げることはできなかった(77ンクホ'ナ一、

1991)。後に、韓国のコリアアバロンパールの社長

チョ一ウォン・ホーがアワビ貝真珠の養殖を開始し、

1991年に大きな真円アワビ貝真珠の生産が成功する

よう計画を立てた(rより大きなアワビ貝・・・j、1991)。

しかし、同社が操業停止に追い込まれたため、この先

駆的な取り組みは実らずに終わった。

1980年代半ば、ブ、リテイツ‘ンュコロンビア州パーナ

ビーにあるサイモンプレイザー大学の教授、ピーター

V.ファンクボナー博士は、斑模様を持つアワビ貝の

ハグミナデイスカム1-シャ件カーナを用いて、北米では初

めてのジュエリー品質となる、養殖アワビ員ブリスター

真珠の生産を開始した(77ンクホ・十一、 1995)。その後、

ファンクボ‘ナー博士により、おそらく世界で最も大きな

サイズのブリスター真珠Hの生産に成功し、この真珠は、

ベースの差し渡しが27mm(1インチ余り)にも及ぶもの

となった(rSFU海洋生物学者が世界記録を主張・・・J、

1996)。彼は球形ビーズ挿核による真珠生産の実験を
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行い、また、 8mmもある完全な外套膜組織挿入バロッ

ク真珠を幾っか養殖したと述べている(P.77ンクポナ一、

私f言、 1998)。
ファンクボナ一博士の報告によると、養殖アワビ

貝ブリスター真珠の生産業者は、彼の所有会社(カナ

ダ、ブYティッシュコロンビア州パーナピーのパシフィッ
クパーノレカルチャー社)以外にも北米西海岸に3社

ある。これらの会社は、全てカリフォルニア州を拠点と

しており、サンタパーバラのカリフォルニアアバロン

ノ号ール社のジャックジョイナー、モンタレーのモンタ

レーアバロン社のジョーカヴァナー及びアートシー

グィ一、コレセントシティのノースコーストシーファー

ム社のティムロスが所有している。ファンクボナー博士

およびGIAジェムトレードラボラトリー(GIAGTL)のス

タッフメンバーによると、メキシコのノ〈ハカリフォノレニ

ア西海岸にも生産業者はいると確信があるものの、そ

の会社名は判明しなかった。

アワビ員真珠の養殖はこれまでに、オーストラリア、

ニュージーランド、中園、南アフリカ、メキシコ、チリ、ア

イノレランド等、{也の諸国でも試みられてきた(77ンクホ.

ナ一、 1995)。クロップの1997年の論文によると、ハワイ

では最近、4分の3ブリスターから球形真珠を生産する

実験を奨励している。タスマニアでl士、 1990年代初期

にアバロンパールス社がプリスター真珠生産に初めて
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図2.
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エンプレスパ-j，レズは、主にニュージーランドの

スチュアート患で養殖されており、その研究施設は

本患の務島のカイコウラにある。揮入国Iまスチュアート

島の生産量匝設を示しており、ハーフムーン湾に所在

する。写真提供はヱンプレスアバロン社。

成功してこの分野に参入し、グリーンリップのアワビ貝

であるハグ才ディスグーグィグータを用し、た球形真珠

の生産を目指すようになった(クロッ7'-1997)。後者の

実験は、ほぼ最終段階にあり、こうした養殖球形真珠

の第一段階である真珠袋の形成を見ることができた。

1995年以降、ニュージーランドのエンプレスアバ

ロン社は鮮やかな色のパグfディスアイグス、つまりへ
リトリアワビを用いて商業品質の真珠養殖に成功した。

同社の研究及び生産活動については以下に述べる。

ノ3ヅ才ディスアイグスを使用しているもう1つの会社は、

ニュージーランド北島西海岸にある、タラナキ地方

ニュープリマスのレインボーパーノレズキ土である。ここ

は、かつては全くの商業用アワビ貝の鮮化場であった

が、現在では張り合わせ養殖ブリスター真珠を生産し

ている。

『エンプレスパール』の背景

【位置及び交通手段】ニュージーランドは、大きな2

つの本島と、その他の小さな島々で構成された、地形

的にも気候的にも変化に富んだ国である(図2)。アワ
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ビ貝ブリスター真珠の養殖は、ニュージーランド最南

端に位置し、小さい島ではあるが3番目の大きさとなる

スチュアート島北東のハーフムーン湾で、エンプレス

アバロン社により実施されている。この施設は(図2挿

入図)は訪問者らに開放されており、アクセスするには、

南島のインヴァーカーギノレから所要時間約1時間の

フェリ一、または20分の空路が利用できる。エンプレス

アバロン社は、南島の北東海岸、クライストチャーチの

北約180km(112，"イノレ)にあるカイコウラとし、う小さな

町にも研究施設を置いている(マッケンシ'一、 1996)。

ニュージーランドは3つの主要水系に固まれてい

る。その北と東は太平洋、西はタスマン海、南は南極

海である。亜熱帯と亜南極からの海流がスチュアート

島沖で合流し豊富な栄養分が流入するため、様々な

海洋環境を生み出している。カイコウラでは大陸棚が

海岸沿いに発達しているため、栄養分の噴出により恩

恵を受けた、他の場所とは異なる様々な海洋環境が

見られる。

【会社構造と施設] 1995年、ニュージーランドにある
ジュエリー企業のゴールド、ラッシュジェム社のリズ及び

マイケノレマッケンジーは、アバロンプロデ、ューサーズ

&パートナーズのアワビ貝採りダイバーと協力してス

チュアート島ノ、ーフムーン湾にアバロンパートナーズ

社とし、う新会社を設立した。ロンデニスがここを運営し

ている。マッケンジ一家l士、この土地の生産物の独占

販売権を有する、クライストチャーチのエンプレスアバ

ロン社の株を55%保有している。残りの株は他の20の

株主が保有している。最近エンプレスアバロン社がア

バロンパートナーズ社を取得したため、現在では養殖

ブリスター真珠の生産と販売との両方を取り行ってい

る。収穫後の処理工程全般については、ゴーノレドラッ

シュジェム社と契約している。

アワビ員は、水揚げされると1立方メートルのゴム

タンク150個に収容され、それぞれのタンクには1，000

リットノレの海水と70~80個のアワビ貝が保管される(図

3)。常勤3人の他に、繁忙期になると多い時では7人

の従業員が加わる。マッケンジーは今後3年間で、カ

イコウラの北16km(10，"イノレ)のマウンガマヌと呼ばれ

る小さな町lこ、現在よりも員の収容カを持つ大きな施

設を建設する計画で、その収容カはアワビ貝100，000

個になると見込まれている。

エンプレスアバロン干土は、カイコウラにあるジョー

ジノックスリサーチラボラトリー(クライストチャーチの

カンタベリー大学所有)にスペースを借りてその研究
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活動を行っている。現在この施設にはタンクが25個あ

り、 2人の常勤研究者がし、る。政府の補助金を受け、

アワビ、貝及び真珠養殖のいろいろな側面に関する研

究を大学と共同で行っている。この研究には、真珠層

の生成を促すための刺激、餌の種類が真珠の色に与

える影響、およびアワビ貝の繁殖などが含まれる。

アワビ貝の生物学的性質

アワビ員という軟体動物は、腹足類前餌亜綱古代腹

足類目ミミガイ属の海洋性巻員の原始グループである

(ハワース、 1978)。全腹足類の中では最も大きく(ニーソン、

1994)、繊細な風味をもっ肉、イリデ‘ッセンスのあるマ

ザーオブパーノレ、及び真珠が賞賛を呼んでいるカサ

貝の一種である。世界中には約90~100種類が棲息

している(ホールデーン、 1992;77ンクホーナ一、 1995)が、ファ

ンクボナーによると、真珠養殖に最適なサイズに到達

する種類は2ダースにも満たない。

アワビ貝には性別があり、体外受精によって繁殖

する。数百万個の卵と雲状の精子が水中に放出され、

結合するまで漂流する。受精方法がとても不規則なた

め、 1つの貝が自然界で繁殖に成功する率は数年に

1回ほどしかない(ホ寸げ'ーン、 1992)。受精卵は成長し

て幼生になり、さらに自由に泳くe被面子となって硬い

.基盤に落ち着く。被面子はさらに成長してアワビ貝と

なり、約15~20mm/年の速度で成長する。この成長率

は、真珠養殖に使用する他の軟体動物よりは低し、が、

養殖開始後には約25mm/年にまで上がる。楕円形の

貝の成体は、長さが約12~14cmにまで達する。

アワビ貝は、浅瀬から水深約36mlこ棲息する(マグ

ローヒル、 1987)。これらは、藻(幼生期にはサンゴ藻、

成体期にはケノレプ藻や他の海草)を掘り起こして、夜

間に歯舌ー列状のキチン質突起を持つやすり状の舌

ーで食する(マクリーン、 1969;ハワ一人 1978)。員殻の片

側lに沿って開いている列状の穴は、呼吸、排他およ

び繁殖に使われる(図4)。アワビ貝は丈夫にできてい

るが、血液を凝固させる機能を持っていない。そのた

め、大きな損傷を受けると出血死するか(コックス、 1962)、

あるいは、筋肉を収縮させて傷口を閉じると移動性を

失って死に至ることがある(M.マッケンγ一、私信、 1998)。

アワビ貝の平均寿命は約10年だが、理想的な環境下

では40年から50年も生き延びることができる(ハワース、

1978)。
ノ3グ;Tディスアイヅスは主にニュージーランド沖

合に棲息し、全アワビ良種の中でも最も鮮やかな色の

Cultured Abalone pearls 

マザーオブパーノレを誇る貝であると認識されている

(例えば図4参照)。虹のような色相をもっ理由につい

ては、ブラウン(1985、1997)が検討をしている。リズ

マッケンジーによると、南島沖の比較的水温の低い海

洋が、イリデッセンスを多く持つカラフルな真珠層の形

成にとって最適なのである。

飼育アワビ貝の収穫

ニュージーランドのアワビ貝採取は、限られた者が規

定割当量に従って行う。規定総割当量は908トン/年

以下である(1トンにはアワビ貝成体が約2，000個で、 I

個の長さは少なくとも12.5cmある。)。昨年エンプレス

アバロン社は、あるダイパーから害1)当量4.5トンを借り

受けた。員の取り扱いとその品質を保護するために、

自社専属のダイパーに一任したし、と考えたのである。

アワビ貝は、カイコウラ及びスチュアート島の施設

沖合で採取する。ダーイパーは砂による汚染を避けるた

めに岩場を選ぶ。砂で汚染されると、養殖真珠の成長

中に問題が発生することがある。割当てシーズンは10

月1日から1年間である。しかし、 10月から3月までが

1l!II3 
スチユアート島の施設には150.個のゴム告ンウがあり、
各事ン7f.こは70-00.密の揮核したアワビ畏が保管されている
{捧入密}。真理車屠の成長段階では、這過して曝気した水を

12-15'C.に縫持管理をする。写真提供はヱンプレスアバロン柱。
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図4.
ハリオティスアイリスi孟、へリトリアワどとも呼ばれ、この種類では最もイワデッセンスがあり鮮やかな色を持つマザーオフ
パールおよび莫王華麗を産み出す.この貝般の外側にはカラフルな模様fJfJlえる。これは研磨してラッカーを塗ったもので
ある。内懐{挿入密、これにもラッカ一品唾ヲてある}も生き生きとした色をしている。アワビ畏Iま列状の穴を使用して呼吸、

接法及び繁殖を行う。接i主、員殻の頂点付近{揮入写真の右側}に揮入される。この場所I主、アワビ貝がこれを排出する
には最も密難な場所である。指輪及びペンダントの養殖張り合わせアワど畏フリス歩一真珠I主、 12.5mmから15.8mmの
サイズである。指輪Iまニュージーランドのダニーディンのイアンへンダーソンがデザイン及び製造をした。ペンダントiま
ニュージーランド、ウライストチャーチのゴ-;，レドラッシュジヱム栓がデザインし、製造したものである。マハデマジオ撮影。

1999年後期までに養殖貝の使用に移行するため、カ

イコウラ施設内で3トンのアワビ貝を生育している。

ニュージーランドの天然アワビ‘貝は、かつて絶滅する

危険があったが、政府が規定書l当制度を定めたので

未然に防ぐことができた。個体数は自然繁殖だけで維

持されているが、ニュージーランドの海洋環境におい

ては、アワビ員を絶滅に追い込むような病気や害虫は

見あたらない。以前にアメリカのアワビ貝に多く見られ

たような、足が萎縮する病気は見あたらず、他の場所

で流行した寄生線虫、多毛類、穿孔二枚貝、巻貝、海

綿も存在しない。アザラシのような捕食動物が多少い

るが、それらによる影響は限られたものである。

アワビ貝ブリスター真珠の養殖

【掃核】従来からブリスター真珠の養殖に使用して

いる半球形のプラスチック(ウオート'， 1998)を、アワビ貝

にも使用する。マッケンジーは、カゼインで形成された

経済的な材質を用いた。これは牛乳工場でできる副

産物である。アワビ員はこの核の形状にとても敏感に

反応する。員殻の形状は顕著な凹型をしてb、るので、

潜水には最適な環境なので、その期間でほとんどの

活動は終了する。圧縮空気の潜水タンクの使用は法

律で禁止されているため、シュノーケノレを使用したダ

イパーが浅瀬から約9m(30フィー卜)までの場所でアワ

ビ貝を採取する(図5)0 1聞の作業(約2時間)では、

通常約100~200kgのアワヒー貝が採取される。

アワビ貝は「血友病Jのような体質を持つため慎

重に採取しなければならない。採取には、従来よりア

ワビ貝鉄と呼ばれる挺子を使用しているが、エンプレ

スアバロン社のダイバーは、石工職人が使用するよう

な三角ゴテを用いる方が、この生物を傷付ける危険を

少なくできると発見した。アワビ貝の採取は、この道具

をその筋肉質の足と岩盤の間に挿入して行う。採取さ

れるアワビ員は少なくとも5歳以上で、それよりもはる

かに成長したアワビ員は貝殻が厚く、若いアワビ貝より

成長が遅くなるために養殖真珠生産には望ましくない。

アワビ貝は、水揚げする前に目視評価を下し、適切で

ないと判断した場合は、できるだけ傷付けないようにし

て戻す。

現在、エンプレスアバロン社が真珠養殖に用い

ているのは天然員のみであるが、企業努力としては、
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図5.
ダイバーは水深9m(30フィート)にある岩盤から天然アワビ
員を採取する。約2詩間着水する毎iこ、通常1∞-2，∞*8'の
アワピ畏を探放する。写真提供1まヱンプレスアバロン柱。

的低い(5帖)が、(殻付きでない真珠を生成するため

に)核を移植すると、その率は(30協にまで)上昇する。

アワビ貝が養殖工程を生き延びると、プリスターの核

は排出されずに『無視jされ、真珠層の替わりに全部

または一部がコンキオリン層だけで覆われる場合もあ

る。時折、砂による刺激が原因となって、挿核時期に、

移植されたビーズが真珠層の成長を触発せず、病気

を誘発することもある。その結果、養殖真珠ではなく糞

胞ができてしまう。

ノり'::rティスアイグスの真珠層の成長を促すため
には、最低でも12~150C (54~590F)の水温を必要と

する。それより水温が上がると(例:180C (640F))、アワ

ビ貝は真珠層生成を停止し、低温な場所を求めてタ

ンクから這い出すことがある。自然環境下での真珠層

は、夏、特に強い刺激を受けやすい場所においては

急速に蓄積して行く。水温が低下するにつれて真珠

層の蓄積は遅くなる。また、コンキオリン層は、冬、 90C

(480F)とb、う低水温の中で蓄積される。コンキオリン

及び他の有機化合物(その混合物も、ここではコンキ

オリンと言う)は、暗い背景を提供して、その上にある

真珠層の色がこれに反射するので、重要な役割を果

たす。

直径が最大12mmlこなる養殖ブリスター真珠(10.5

~llmmの核から開始)は、形成に2シーズン(18か月)

を要する。これよりも大きな12~18mmのブリスター真珠

は、形成に3シーズン(約24から30か月)を要する。

高いドーム形のビーズのような凸型表面には真珠層を

付着させない。核の輪郭が平坦な方が良質な真珠層

が蓄積される。また、ベアシェープやハートシエープ

等、先の尖った輪郭を持つ核の使用は、経済的とは

いえない。その先端によってアワビ貝の体に傷が付い

てしまい、出血死させてしまうことが多いからである。

養殖ブリスター真珠の生産には8~16mmの半球形の

核が最適だが、楕円形状も使用できることがあり、ベ

ア・シェープの輪郭を変形させたものを用いると成功

する確率が高くなる。

アワビ員の筋肉組織は強力なため、外套膜と貝

殻の聞に入った異物を簡単に排出することができる。

それを防ぐために、核は(真珠層を蓄積させるための

外套膜組織片と共lこ)、員殻の頂点または渦巻の近く

に挿入される(再び図4参照)。ここは、アワビ員がこれ

を排出することを最も困難とする場所である。マッケン

ジーの報告によると、その挿核技術は、北米沿岸で

ピーターファンクボナーが用いている技術(例・77ンク

ホ・ナー、 1994参照)とは全く異なる。詳細方法は特許に

より保護されているが、マッケンジーによると、この目

的専用に設計、製造された道具を使用し、切断しない

ため、他の養殖業者が行ってし、る方法よりも組織を損

傷することは少ない。

核の移植、いわゆる「挿核jに要する時間はアワ

ビ員1個に対して3分程度である。核は年聞を通して

移植可能だが、生殖線が最も短く、容易に挿入するこ

とができる産卵期後の10月から12月初め(ニュージー

ランドの春半ばから晩春)にかけて、実施されることが

一般的である。貝1個体には、通常では1個の核を移

植する。 2個の核を移植すると、真珠層は核開にブリッ

ジを形成することが多い。

【成長環境】治岸に設置してある貯蔵タンクには、清

浄な天然海水が入っており、そこに沖合100mからパイ

【養殖ブリス9一真珠の成長】アワビ貝は棲息環境
においては丈夫な生物だが、化学物質に対しては耐

性を持たず、触れられるのを嫌う。仮に手に取ってみ

ると、食餌や真珠層生成を停止してしまう。挿核時の

ショックから回復させるため、アワビ貝は回復タンクに2

週間放置してから、常設タンクに移す(再び図3参照)。

そこで収穫時期まで静かに過ごす。

3つの要素が原因となって、養殖真珠成長の成

功を妨げる場合がある。それは、 (1)アワビ貝の死亡

特に出血死、 (2)真珠層が不均ーまたは不完全に

蓄積する、及び、 (3)核の存在により嚢胞が形成され

る場合があるとし、うことである。アワビ貝採取作業及び

ブリスター真珠挿核作業を原因とする死亡率は比較
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プを号 I~ 、て海水を常時補給し続ける。海水は、砂によ

る汚染を最小限に抑えるために浦過され、真珠層の成

長段階別に12~150C(54~590F) の水温に維持される。

必要の無い諜の発生を抑制するために水は曝気され

る。タンク内の環境は、大きく成長して厚い真珠層を生

成できるよう、アワビ貝の健康を確保するために厳密に

監視される。オペレータは、成長段階別の適切な水温

を維持し、成長シーズンと同様の環境を作り出す。繁

殖が常に促されるように、施設内は暗くしてある。

【繁殖】アワビ貝には手聞がほとんど掛からない。環

境を整えて、核を挿入した後は、養殖ブリスター真珠

の成長中に餌を与えればよい。水には栄養分や合成

の餌は追加しない。これらアワビ貝への餌には、南極

海から採集したケノレプ藻や他の藻を与えるだけでよb、

(図6)。マッケンジーは、養殖真珠の持つ鮮やかな色

の度合いは、与えられる餌の種類に多少依存されて

いることを発見した。 Gracilariachilensis.という藻の種

類は、最も望ましいとされるパープノレ、ブルー、及びグ

リーンの色相の生成に関連している。このためアワビ

貝には、 G.chilensis.と、季節により種類は異なるが、 3

種類の自生藻 (Durvilleasp、Macrocrystissp、

Lamina均 sp)とを50%ずつ混合した餌を与える。 2トン

のアワビ貝には1日に約300kgの藻が必要である。

収穫と生産

養殖ブリスター真珠は、当初は1年に2回の収穫をし

ていたが、現在では7月末から3月までの問に、断続

図6.

アワビ畏の鰐を確保するため、 3、4f1おきに南極海から
ケルブ漢を採集する.ハリオティスアイリスi主平均すると
1日にその体重の7覧の鰐を食する。 2トンのアワピ畏に

給鈍するためには、 1日に釣3∞Ikglの藻が必要左なる。
写真提供Iまヱンプレスアバロン社。
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的に収穫されている。収穫時期を先延ばしにする程、

大きな核に厚い真珠層を蓄積させることができる。中

には3回から4回挿核できるものもあるが、ハリオティス

アイリスについては、最初の収穫時に殻を開けてしま

う(貝殻を除去する;図7)。養殖ブリスター真珠は、貝

殻から切り離さなければ採れないからである。その員

殻も肉も、真珠収穫時の貴重な副産物となる。それら

ほとんどの肉は香港へ輸出される。貝殻は、イリデッセ

ンスや鮮やかな色を持ち合わせているため、ジュエ

リーや工芸品の製造に需要がある。

養殖真珠の挿核とその成長結果は予測不可能で

ある。 (1995年に)試験収穫で挿核したもののうち、販

売可能な養殖プリスター真珠が採れたのは25略しかな

かった。 1年後、研究が進んで技術も改良されたので、

成功率は50%に上昇した。現在では、挿核したアワビ

貝の中から販売可能な養殖プリスター真珠が採れる

率を平均すると、およそ60也~70唱になる。

研究用の収穫の他には、これまでに小規模な試

験収穫を1回と、これより規模の大きな商業収穫を2回

行った。 3回目は、本論文の執筆中に実施された。最

初の挿核は、 1993年春に、アバロンプロデューサー

ズ&パートナーズ社が実施した。この後1995年に試

験的に収穫を行い、その際エンプレスアバロン社は

ダイパーを雇った。この収穫では、約1，100個のジュエ

H一品質養殖ブリスター真珠が採れた。 10，000個の挿

核したアワビ貝の最初の商業収穫は、 1997年10月か

ら11月に実施され、良質から非常に優れた品質に至

るまで、約6，000個の養殖ブリスター真珠が産出された。

1998年3月から4月にかけて、さらに2，000個のアワビ

貝が採取され、約1，800個の販売可能な真珠が採れ

た。この収穫が大きな成功を収めたのは、核のサイズ

が比較的小さかったためである。3回目の商業収穫は

1998年9月で、 2，000個の販売可能な養殖ブリスター

真珠が産出され、 10月半ばには、さらに2，0∞個が産

出されるであろうと予測された。マッケンジーは、これ

らの成長期間満了後には、 1999年3月末まで合計す

ると15，000個のジュエリー品質養殖ブリスター真珠が

収穫されるだろうと見込んでいる。

稀に、収穫中に天然真珠または「ケシjが発見さ

れることがある。天然真珠が形成される理由は、浮遊

していた物質や扇形生物の侵入、または何らかの刺

激物が海草に混ざって取り込まれるためである。養殖

工程の副産物であるケシは、移植されて核から分離さ

れた組織周辺に形成されるか、挿核中に別の刺激物

が入った結果として形成される(77ーン、 1986)。
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養殖ブリスター真珠の加工プロセス

アワビ貝を収穫した後、養殖ブリスター真珠をダイア

モンドソーで員殻から切り離し(図8)て、小刀で未加

工の貝殻をブリスターから外し、核を取り出してドーム

を洗浄する。マッケンジーの報告によると、ドーム内側

はどのような加工も処理も施さない。員殻の突縁がま

だ元の位置にある状態で、ブルーのポリ7ーを裏返し

たドームに注入する。着色ポリマーの使用により、損

傷を受けた際にドームにできたひび割れ、さらには薄

い箇所や透明な筒所を目立たなくすることができる。

ノ1グfティスアイグスのマサeーオブパーノレの裏材を

取り付けて裏打ち加工される。接着表面が不均一な

場合は、ドームに裏打ちを施す前に、不透明なミディ

アムグ、レーのポリ7ーを一面に塗布しておく。無色透

明の接着剤を使用して裏材をドームに取り付ける。張

り合わせ養殖ブリスター真珠の層は、真珠層を含め、

合計すると3から4層になる(図9)。張り合わせ工程は、

ピース、を残したまま使用するマベ真珠についてクラウ

ニングシーノレド(1982)及びタブリュー(1985)が述べ

たものに準じて行う。

層を張り合わせた後は、まず、研磨機で輪郭を丸

く整える。ジュエリーに簡単にセットできるよう、輪郭は

校正サイズに可能な限り近づくように研磨される。次に、

柔らかい木綿のパフ車とジュエラー用ベんがらでドー

ムを研磨し、有機化合物を除去する。研磨は、表面に

強い光沢を与え、色を最適な状態にする。張り合わせ

とバフ研磨が完了したら、養殖ブリスター真珠を、超音

波洗浄機に入れた温めたアンモニア溶液中で20~30

秒洗浄をする。こうすることにより、処理中にできたひ

び害IJれが判明する。致命的なひび割れを持つ真珠は

除外される。

マッケンジーi士、真珠層の外側表面にはコーティ

ングも、ワックスも、オイルも塗布しておらず、表面に強

い光沢と透明感を与えているのは真珠層である、と主

張している。

特徴の鑑別

【材料】検査のために、 22個の養殖ブリスター真珠

サンプノレを入手した。ブリスターは全て輪郭が丸く、サ

ンプルのうち4個を半分に切断した。サンプル18個の

サイズは、 9.82~0.98x 3.35mmから 19.02~19.39X

7.25mmであった。(マッケンジーによると、養殖ブリス

ター真珠は直径9~20mmで、平均すると9~13mmで

Cultured Abalone pearls 

図7.
収穫詩にはアワビ員の肉を手作業で貝殻から剥がす、ま
たはF鐙をむ()ともいう。このアワビ貝は14mmの養殖ブリ
ス空ー莫珠を内包している。ヱンプレスアパロン栓提供。

ある。)サンプノレ4個については、まだ員殻に付着して

いたため、測定ができなかった。

マッケンジーが15個の試料を提供してくれた。そ

のほとんどはジュエリー用途として不可能な損傷が

あったが、色、光沢、表面のブレミッシュ、及び真珠層

の特徴範囲を観察するために有益であった。そのうち

7個は最初の収穫で採れたものである(図10)。マッケ

ンジーから、これらは約9か月前に収穫試験サンプル

として取り出したものなので、真珠層は期間を満了し

たものよりは薄いと報告があった。その7個のうち4個

は、エンプレスアバロン社では拒否されるだろうとも述

べた。 2個には致命的なひび割れがあり、もう2個には

明らかlエ透明な部分があったからである。

閤8.
養殖ブリス;;-Jf.球i主、ダイアモンドの
刃在使って畏毅から切り灘す。
トリミングが霊了すると{掃入医}、

フリス;;ーは加工可能となる。

写真提供はエンプレスアバロン社.LJ| 
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「

図9.
2つの図i主、張り合わせ養殖アワビ畏フリス聖一真珠の半分である。左函i孟断蛮で、右密断蛋の滋大留では4つの屠が
毘える。すなわち、 (A)フリス宇一莫礁のドーム{真義層ーヲラウンで官20mmの厚志ベースで0.10-邑15mmの厚さ}、
(8)フルーのポリマ一層、 (G)無色の接着剤、及び(D)裏打ちきれTこ員殻である。大げさ左も窓える厚さのフルーの
ポリマーを含んだ張り合わせ石!主、例涯のために選んだ。ポリマー左接着剤の層には気泡が見える。

サンプルはヱンプレスアバロン社提供。シヱーン巨マヲレアー撮髭の顕微鏡写真。倍率iま10倍{左}及び20，倍{右}。

ブリスター真珠の色にこれらのポリマーがどのような影

響を与えるか、比較できるようにした(図12)。断面の

観察と真珠層の厚さを測定するため、切断前に処理

して張り合わせた、半分に切断してあるサンプル3個も

提供してくれた(再び図9a参照)。

カリフォルニア州ソーサリー卜にある分配業者キン

グスランサム社のベティスーキングが、 1998年に販

売された製品の代表的なものとして、枠付けしていな

いサンプル3個を提供してくれた(図13)。ジュエリーに

セットしてあるサンプノレ5個にも検査を行い、そのうち4

伺はニュージーランド、ダニーデインのデザイナー兼

ジュエラーであるイアンへンダーソンから提供され(本

号の表示の写真を参照)、他の1個はマッケンジーか

ら提供されたものである(再び図4参照)。

マッケンジーは、このサンプル7個以外にも、まだ

貝殻に付着していて、半球形のビーズ核が無傷である

未研磨サンプル2個を提供してくれた(図11)。貝殻か

ら切り離してあり、部分的に研磨してあるが裏側が開い

たままの、突縁がまだ残っているサンプル2個も提供し

てくれた。そのうち1個は、粗悪な品質で、ブ、ノレーのポ

リマーで一般的な充填を施しであった(再び区111参照)。
著者の依頼により、 2番目のブリスターを、ドーム片側

はブルーのポリマーで、他方側は無色のポリマーで充

填した。次に、このサンプノレを半分に切断して、養殖

【方法】色の観察には、ミディアムグレーの背景を

用意し、平均的な日光の明るさをシミュレートした20

ワyトの6，500K色温度電球を装着した、グレタグマク

ベスジャッジEライトボ、ツクスを使用して行った。屈折

率の測定には、一般的なGIAGEMインスツルメンツの

宝石学用屈折計を使用し、スポyト法で全てのサンプ

ノレに対して実施した。サンプノレは張り合わせてあった

ため、重量や密度は測定しなかった。紫外線蛍光の

観察は、 GIAGEMインスツノレメンツの長波(366nm)及

び短波(254nm)紫外線ランプを装備した、観察ボック

スを用いて暗い室内で行った。サンプノレは全て、ジェ

モライトマー夕刊ステレオスターズーム双眼顕微鏡を

使用して検査した。キューパプロダクツの可変強度ピ

ンポイント光ファイバー光源を用い、拡大した場合とし

ない場合とを観察した。 GIAGEMインスツルメンツの

図10.

この7鍾の研究用サンプルは、エンプレスアバロン柱の
初めての宿業収穫で擦れたものである.サイズは14.24-
14.57 x 4.74mmから19.02-19.39x7.25mmであった。

これらは銭重量用サンプルとして、収穫時綴よ号車":19か月早

〈取り出され、エンブレスアバロン社では拒否するもので

ある〈宿業品質ではないため}。コンキオリンのブレミツ

シュがダーウブラウンまたはブラッウの斑点、小さなN
点、または帯のように見える。(各サンプルの手槍に見え

る影iま掻影装置の反射による。}サンプルのうち数値に
は『オレンジビールj効果がある。マハデマジオ複態。
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テーブルゲージを使用して、切断したサンプル3個で

真珠層の厚さを測定した。

サンプル3個の定量化学分析には、トラコーノレX

線スベクトレース5000エネノレギ一分散X線蛍光

(EDXRF)分光計を使用した。養殖ブリスター真珠張り

合わせ石の真珠層のドームの分析と、加工していない

アワビ貝の分析、そしてブルーのポリマーで充填され

ているもののスペクトルを測定した。 X線粉末回折パ

ターンは、シーメンスクリスタロフレックス回折計に装

若されている、デパイ・シエラー・カメラで記録し、張り

合わせ石の真珠層を、掻き取った浅い表面の組成を

調べた。ポリマーコーティングが施されており、透明な

真珠層を持ち光沢があるサンプル1個の熱反応テス

ターには、エドシン951SXロナー半田付けステーション

を最高設定値(4270Cまたは8000F)で使用した。ニコ

レットマグ、ナーIR550フーリエ変換赤外線(FTIR)分光

計を使用して、ポリマーコーティングの検出を試み、

透過モードを使用して、サンプル1個の真珠層から掻

き取った小球状の浅い表面からスペクトルを採集した。

拡散反射率スペクトルを採集するための円IRアタッチ

メントと、レニ、ンョーシステム2000ラ7ン顕微分光計も

使用して、このサンプノレの表面を検査し、ポリマー

コーティング、を調べた。

最近のコーティングでは、コンバウンドで研磨した

結果、表面にごく薄い膜が生じる場合がある。この膜は

厚さが数分のlミクロンしかない眺あり、それを検出す

るためには、走査電子顕微鏡のような装置が必要であ

る。エレクトロスキャンモデルE3環境で走査電子顕微

鏡(ESEM)を使用し、養殖ブリスター真珠張り合わせ

1l!I1 2. 

‘ /'h~! 

園11.

右2つの未処理・朱研磨のサンプルi主、まだ艮殻の中に
あったので、半E童形のビーズ核iま無傷であった{色の益さ
は処理涜みの務と似ている}。中央のサンプ)["lまフヱース

ダウンI::lfe!，置され、貝殻外舗の未処理の褒震を露出して
いる。左のサンブ'j[，，(.局様にフヱース・ダウン;1.主、員般の
外僚から載がされ、フルーのポリマーを充填して部分的に

研磨してある.ヱンプレスアバロン社提供。

マハデマジオ撮影。

石の破損したばかりの縁から、断面の画像を7枚撮影

した。比較するためにアワビ貝を用いて、破損したば

かりの破片から、画像を3枚撮影した。画像は約600僚

から6000倍の拡大をした。

耐久性試験は、一般的に、モース硬度ポイントを

使用して、サンプルl個の引っ掻きに対して表面が持

つ抵抗力を測定した。退色試験では、 300ワットのキセ

ノン光源を備えたオリエノレモデノレ81150日光シミュ

レーターを用い、その放射出力は、平均的な強度の

約2倍の日光スペクトルに近い。養殖ブリスター真珠1

個の半分をシミュレーターlこ4.5時間かIt、もう半分は

それと比較するために暗い部屋に安置した。

この華殖アワビ貝フリス聖一真珠i立、半分iまブルーのポリマ で充填され、もう半分iま無色のポリマーで充填されている

{左}。切斯ili.からは、真議層の下にあるこ層の薄いコンキオリン磨(無色のポリマーにフラウニッシュの外観を与える}を
綬察することができる.この屠1;/:.、フルーのポリマーが真珠の色に及Iます髭響を最小患に抑えるのために十分であった。
Eっともフェース・アップで晃ると{右}、色の差は譲別できなかった。

サンプんはヱンプレスアバロン社提供。マハデマジオ撮影。

a・・・圃圃...}・圃・.... ，， :;V 
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ノレは、他の種類の真珠と比較すると、強い程度から極

めて強い程度の光沢まであり、光沢および反射の記述

についてはマッケンジーの記述と一致した。コンキオリ

ン層が反射した光は、メタリックのような外観を与えた。

未研磨サンプルの表面には、有機物質による極めて

薄い層と、光沢を鈍らせているホワイティッシュの付着

物があり、これらは研磨中に除去されるものである。

i!<iiIilの#IJ野表面を10倍に拡大してみると、幾つかの
特徴があることが判明した。 1個のサンプルはコンキオ

リンの大きなダークブラウンの斑点があったが、滑らか

で強い光沢も持っていた。他の6個のサンプルには、

それよりも小さく、分散しているコンキオリンの斑点、ま

たは幾つかの暗し、小斑点があり、別の3個にはそれぞ

れダークブ、ラウンからブラックのコンキオリンの帯が見

受けられた(図10)。

10倍に拡大して観察すると、サンプル9個にひび

骨片もがあることが判明した。それらのほとんどは非常に

薄く、肉眼では確認できない。 1個の養殖ブリスター真

珠には、ベースの縁付近にクレージング、の小さな断片

があり、 l個には、ばらばらの断片に網状のひび割れが

あり、 6個には1本の毛髪のようなフラクチャーが見つ

かった。比較的に低い品質のものに見受けられた細か

いひび割れのうち、 2本にはポリ7ーの微細な痕跡が

見られ、これは、既に存在するひび割れに浸透して処

理中に露出するため、品質管理には役立つ。初期の

収穫時に不合格となったl個のサンプノレには、クラウン

に大きなひび割れ、ベースの縁に大きな溝があった。

小さな癌やみみず腫れのように見える特徴は、

幾つかのサンプルに「オレンジピーノレJ効果を与えて

いる(図10、図13及び図14)。これらは、コンキオリン

層との境界面の、真珠層表面下に見えることが最も

多く、アワビ貝真珠に典型的な特徴である。拡大する

と真珠層の細胞のような構造(アワビ貝真珠では典

型的)も見え(カマーリング及びブライヤ一、 1994の写真参

照)、葡萄状に見える真珠層構造もしくつか確認でき

た。 4個のサンプルでは、真珠層にミルク状の曇りが

あり、部分的に研磨してあるサンプル2個には研磨痕

があって、これらは、どちらも10倍に拡大しないと確

認することができなかった。まだ貝殻に付着している

未研磨ドーム2個の表面には、有機材料によりできた

薄い層があった。

図13.

これら3偲i主、 1998.年に販売されていた、典型的な張り
合わせ養漣アワど畏ブリス聖一真珠である.サンプルの

サイズiま9.82-9.98x 3.35m聞から15.30-15.46x 5. 33mm 
あった。ヱンプレスアバロン社はこれを{左から右へ)

fジェム1、rA}.及びrBjとグレーディングした。 rBjグレイド
の製品にはfオレンジピールj効果が晃られる。サンプル

提供はキングスランサムのベティスーキング。

マハデマジオ禄影。

fB""ッケンジーによると、サンプルの地色には、それ
らのほとんどはグリーンから「ピーコyクJグリーン・ブ

ノレー、さらには、深b、「空色jブノレー、そして、稀に深

いバイオレティyシュブルーがあった。二次色及び

オーノ4ートーンはピンク、パープリッ、ンュピンク、パー

プノレ、イエロー、及びオレンジ等であった。一般的に

は大きな養殖プリスター真珠よりも小さな方が色が濃

い、と報告されている。研究サンプルの色は鮮やかで、

強いイリデ、ツセンスがあるため、色が表面を移動したり

転がったりしているように見えた。このサンプルの地色

は、ブルー、グリーン、パープノレ及びピンクの組合せ

であった。ブルー、次にグリーンが最も優勢な色相と

なっており、サンプルのほとんどは、これらの色で覆わ

れていた。サンプノレ2個は深い「空色jブルーで、サン

プノレ1個はパープノレであった。パープノレまたはパープ

リッ、ンュヒ。ンクからヒ'ンクの領域を表すものもあった。 2

個のサンプノレは、ブルーとグ、レーの組合せで、あった。

ノ4ープノレ、ピンク、イエロー、ブルー及びグリーンの

オーバートーンが観察された。小さなサンプルにはブ

ノレ一、大きなサンプルにはグリーンが多く見受けられ

たが、サイズと色の関係については判明しなかった。

サンプルの色の強さは全て、同様に見えた。

果結

Iil!IJi.窮屈折率を観察すると、全サンプルに複屈折率
のブリンクがあり、スポyト値は不明瞭なものから明瞭

活況マッケンジーの報告によると、それらの光沢には、

滑らかな質感からガラスの質感まであり、反射について

は、鏡のように拡散して見えた。研磨した研究用サンプ

GEMS & GEMOLOGY Fall 1998 Cultured Abalone Pearls 194 

bos
長方形



なものまであった。アルファ値はサンプル22個におい

て1.50から1.52まで変化し、これはアラゴナイト値であ

る1.5301こ近かった。ガンマ値は、これより読み取りが

困難だったため、正確な数値が得られたのは、ポリッ

シュが良好な2個のサンプノレのみで1.68あり、1.685の

対応しているアラゴ‘ナイト値に近かった。他のサンプ

ノレはガン7値が不明瞭なため、信頼できる結果には

至らなかった。

1m品再度'-*長波紫外線を当てると、 13個のサンプル
は斑状でチョーキーな中程度のグリーニッシュイエ

ローの蛍光、 B個は弱し、蛍光を示して、 1個は非常に

弱し、蛍光であった。同様に、これより弱し、反応が、短波

紫外線で見られた。これらの特徴は、ブラウン(1985)

がアワビ貝真珠について報告した特徴と一致する。

!G!f&TtTl5の好俊各張り合わせ石のそれそ'れの
層は拡大して識別することができた(再び図9参照)。

観察された層は、処理についての項目で述べたもの

と一致した。検査したサンプルのうち、裏打ちする前に

その表面を均一にするために用いる、グレーのポリ

マーの外部層があったのは2個た、けであった。

真正書原r.&.()~コシヰ才グシマッケンジーの報告によると、

エンプレスパーノレの真珠層の厚さは、ブリスタードー

ムのクラワンでは通常0.15から0.25mm、貝殻に付着す

るベースの周囲では2mmに達する。切断した3個の張

り合わせ石の各真珠層は、クラウン頂部で0.13mmから

0.40mmの厚さがあった。ドームのベースを各切断面

で測定すると、 0. !O~0.15mm(再び図9参照)から0.30

~0.50mmとなった。貝殻に付着していた箇所で長も

厚さのあった真珠層は、ファッション加工中に研磨に

より除去されている。ドームの半分がブルーのポリ

マーで充填され、もう半分が無色のポリマーで充填さ

れているブリスターには、また、員殻の突縁が残ってい

た。真珠層は、クラワン頂部で0.20~0.25mm、貝殻に

付着していた箇所では0.80~0.90mmあった。

真珠層を、強力な光ファイバー照明を用いて拡

大せずに検査すると、サンプル22個のうち5個は、光

が容易に透過する、顕著に薄し、かまたは半透明の領

域を表した。この5個のうち2個は、初期に収穫した試

験用サンプル(両方とも不合格)、 1個(悶様に不合

格)は半分に切断されており、残りの2個はジュエリー

品質のサンフツレであった。この最後のサンプル2個の

うち1個は、ガードノレ付近に透明な断片があり、透過

Cultured Abalone Pearls 

光及ひ'反射光を通し

が、枠にベゼ、ノレ・セットし

外観を損なうことはない。

追加のサンプノレ7個は、

明の領域を示した。サンプ

明を用いると、真珠層を通してポリマ

が見えた(図15)。上述したジユエリ 叩 R

を除き、販売可能な品質のサンプノレには、

珠を見る日常的な状態)によって、

限で確認できるものはなかった。

半分に切断した3個のサンプノレは拡大せず、強カ

な光ファイバー照明をドームに当てて検査した。若色

ポリ7ー及びそれに伴う気泡が真珠層を通してとーの程

度見えるかは、真珠層の厚さではなくコンキオリン層の

存在の有無及びその厚さによって決定される。厚し、コ

ンキオリン1層または比較的薄いコンキオリン2層に

よって、真珠層からポリマーへの光の通路が効果的に

遮断される。ポリマーの低い明度は光の透過を遮断す

るために役立つ。これは、半分はブルーのポリ7ーで

充填され、もう半分は無色のポリマーで充填された、養

殖ブリスター真珠を用いた検査によって明らかであっ

た。このサンプルは2層のコンキオリンを含み、強カな

光ファイバー照明は、ブルーのポリ7ーを含む半分は

通過しなかったものの、無色のポリ7ーを含むもう半分

は内部を照明した。コンキオリン層が存在しない、ある

いは薄し、1層のコンキオリンしか含んでいないサンプノレ

では、光が着色ポリマーの内部へと透過でき、これが

真珠層を通して輝く。このように照明されたポリマーは、

強力な光ファイバー照明がなければ見えなかった。

園14

この張り合わせ裳殖アワビ貝ブワス11一実珠には、ベース
の縁付近に真珠屠の透碗な断片があり、それを還してポ

ザマーが摘〈見える。主主大するとfオレンジピ-/1--1.効果も
晃える。サンプルiまキングスランサムのベ子ィスーキン

グ提供。シヱーン F マウレアー撮影の顕微鏡写真。
倍率12:倍。
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明るい上からの照明では、コンキオリンが非常に薄い

か、存在していないサンプノレの着色ポリマーをわずか

に照らすものの、中程度の照明では光ファイバー照明

を用いた時ような反応は生じなかった。通常の観察状

態では、気泡は見えなかった。同じタイプのブルーの

ポリマーが、全サンプノレに使用されているようであった

が、真珠層を通して観察してみると、ポリマーがグリー

ンに見える張り合わせ石もあった(再び図15参照)。

コーティシク汲び't/ff4のお査全ドーム表面を拡大し

て、コーティング及び染料を施した痕跡がなし、か調べ、

そのうち4個に最先端の異なる検査方法を実施した。

極めて薄いポリ7ーの膜(数ミクロン以下)や有機染料

を検出対象としてはいたが、これらの技術を駆使して

も検出は不可能であった。アワビ貝の真珠層に特有

の物理的特性を研磨によって得られる強い光沢と組

み合わせると、これらサンプノレの表面には、無色の

コーティングを施したような透明感のある外観が得ら

れる。 10{:音に拡大すると、真珠層の構造はGIAGTLで

見た天然アワビ貝真珠での構造と一致し、染料が凝

固してしも痕跡はなかった。

熱反応テスターを使用して加熱したが、ポリマー

のコーティングに特有の臭気や溶解特徴は生じな

かった。燃焼点まで加熱すると、表面から薄い板状の

破片が剥がれ落ちた。 GIAGTLスタップメンバーの経

験に基づくと、これは真珠層の典型的な反応である。

37喝のHCI溶液の滴を真珠層のドーム表面に落とし、

拡大して調べると、瞬時に激しく発泡し出すことが観

察された。このような一瞬の反応から保護できるような

厚みを持つ、ポリマーのコーティング1こ期待がかかる。
表面を薄く削った破片のX線粉末回折ノfターンは、

アラゴナイトを示した。これらの小球状サンプルの

FTIRスベクトノレでは、ポリマーは確認できなかった(こ

の方法を用いても、極めて薄い膜は検出できなし、)。

IR拡散反射率は、ポリマー検出には余り役割を果たさ

なかった。ラボラトリーには、真珠に関する有益なデー

タベースがまだ構築されていなかったためである。し

かし、ファッション加工を施したアワビ貝プリスター張り

合わせ石と、未処理のアワビ貝殻とのスペクトルには

識別可能な差がなく、ポリ7 ーの存在は確認されな

かった。ラ7ンスペクトルとESEM画像では、認識して

いたポリマーの存在は証明されず、真珠層断面の

ESEM画像においては、ブリスター張り合わせ石と未

処理のアワビ貝との表面構造に、識別可能な差が見

受けられなかった。
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図15.

ヲラウンを還して、強力な光ファイパ照明を透過させて

真珠層を検査すると、サンプル5個では真珠層を還して

ポリマーの無数の気泡が見えた。真珠層を通して照ら

されたフルーのポリマーが、一部ではグリーンに見えた。

サンプルiま工ンプレスアバロン社提供。
ジョン iコイブラ撮影の顕微鏡写真。倍率4噌。

EDXRF分析では、真珠の成分であるカルシウム

(Ca)及びストロンチウム(Sr)以外に、臭素(8r)、ヨウ

素(1)、銅(Cu)、E鉛(Zn)、鉄(Fe)及び硫黄(S)が存

在することが判明した。このサンプノレの真珠層は比較

的薄いので、層の下にあるポリマーとその染料の組成

が結果に関連しているのは、明白であった。それを確

認するため、未処理のハリオティスアイリスのアワビ貝

と、サンプノレ中の1個で露出していたブルーのポリ

マーを別個に検査した。貝殻にはCa，Sr、8r及びIが
存在した。 Cu及びZnl立ポリ7ーのみに存在した。ポリ

マーと貝殻の双方に、少量のFeが存在した。 (Sの分

析は、後者サンプノレでは実施しなかった。)養殖ブリス

ター真珠のEDXRFスペクトルは、一部の真珠で色処

理を示す重元素(例えば銀またはテノレノレ)が見あたら

ず、この方法では有機染料は検出できない。

ift~定住 7ツケンジーの主張によると、この製品の靭性

及び耐久性は非常に高いが、どの養殖真珠の場合も

そうであるように、その手入れ及び取扱いには注意を

必要とする。養殖ブリスター真珠張り合わせ石を熱湯

に入れてはならなし、。ひび割れが生じて張り合わせた

層が分離してしまうことがある。肉眼で確認できるひび

害lれ、着色ポリマーが見えてしまうような透明部分、及

び真珠層が非常に薄い部分は、張り合わせ養殖ブリ

スター真珠の外観ばかりでなく、耐久性にも影響を及

ぼす。サンプノレ1個のドーム表面を引っ掻いてみると、

中程度の抵抗力を持つことがわかり、モース硬度計で

の値は4となる。貝殻製品の中には日光により退色す

るものもあるが、彼の観察では、この製品においては
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どれも退色することはない。張り合わせ養殖プリスター

真珠の半分を太陽光シミュレーターlこ4.5時間(直射

日光に換算すると約9時間)当ててみたが、短時間で

の退色は認められなかった。

販売及び流通

マッケンジーは、 1996年2月にツーソンで開催された

宝石、ンョーにおいて、エンプレスパールをデビューを

させた(図16)。卸売レベルでは、エンプレスパーノレは

「マベ」、「半球形真珠jまたは「ハーフ・パーノレjとして

取り引きされている。これらはサイズ、色、光沢及び表

面特徴によって、それぞれ価格を設定される。彼は、

この3つの特徴をベースにした、この製品のための、

100ポイント制のエンプレスパーノレ「ポイント制・評価

規準」グ、レーデ、イング、システムを、 1995年に特別に開

発した。希少性や望ましさに応じて各属性にポイント

を害IJり当てる。色へ与えるポイントについては希少性

のみとしている。

同社が現在使用している品質グレイドは、「ジェ

ムJ、rAJ、rBJ及びrCJである。マッケンジーは、最高

グレイド、つまり「ジェムJ、rAJ及びrBの上」のみがエ

ンプレスパールとして販売可能であるとしている。エン

プレスの名前で販売可能なパールの中の約協が

「ジェムjグレイドと評価され、 40%1);r AJグレイド、 56%

がrBJグレイドである。 rBの下」グレイド及び「セミ・

ノ号ーフェクト」と呼ばれるrBJの分類にも属さない養殖

ブリスター真珠は、オーシャンレインボー也としづ名前

でスターリングシノレバーと組み合わせたジュエリーに

加工し販売され、これはクライストチャーチにあるオー

シャンレインボー社の製品である。

エンプレスパールは、ニュージーランド、オースト

ラリア、米国、台湾、イギリス、イタリア及び中東の卸売

業者と直接取り引きされる。現在における最大の市場

は米国となっており、ニュージーランドがこれに続く。

高品質であるエンプレスパールは、高bカラyト数を

持つ金やプラチナ、ダイアモンド及びカラー宝石を使

用するファインジュエリーと組み合わされている(例え

ば表紙の写真、図1及び図17参照)。

養殖バロック真珠

現在の研究において最も盛んに行われている1つは、

バロック珠、とりわけ球形の養殖真珠をアワビ貝の体

内で養殖することである。この3年半の問、エンプレス

Cultured Abalone Pearls 

国16.

ヱンプレスパールヌ問主、 1996.年のツーソン宝石舷物
ショーで初めて披露された。それぞれがfジェム』グレイド
であるアワピ員の『マベj(.最大直径約13.5m問)をセット
した、 18K，の金の指輪は、ニューヨ-7;州ユニオンシティ
にある、A畠Sホールセールジュエラーズがデザイン及び
製造したものである。サンプルはエンプレスアバロン社
提供。ロパートウヱルダン銀影。

アバロン社はこの研究に約35万usドノレを投資しており、
この未知の養殖真珠を産出しようと、 2.000個のアワビ

員に球形の核を移植してきた。

マッケンジーは、ミ‘ンシッピJIIのイ貝やa1'lR、つ
まり南洋養殖真珠生産lニ使用している、大きなサイズ

でゴーノレド、リップをもっ貝殻から、加工した球形の核

を用いて実験を行い、同様の結果を出してきた。最適

な核のサイズは6mmで、この使用により8mmの養殖真

珠が採れる。核は、現在a1'lRから加工されている。
マッケンジーによると、最終的には6~8mmの核を使

用して、 8~10mmの養殖真円真珠が収穫される見込

みである。核のサイズを上げると、貝が脱核する率が

高くなる。工程には4、5分を要して、アワビ員1個につ

き1つの核を挿入する。作業に使用する道具、技術及

び員の中に挿入する正確な位置は特許によって保護

されており、それらは、独自の研究により開発されたも

のである。

アワビ貝の強力な筋肉のカによって、ビーズ(核)

が脱核されることがなければ、通常は、このビーズに

十分な品質の真珠層、及び形状をもたらすことができ

る。今日までに生産された全ての養殖バロック真珠
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図17
この18K，のイエロー及びホワイトゴールドのネッヲレスに
は、 5鰹のrAjグレイドの丸いヱンブレスパーんと1健の
22x 1量nmのペアシヱーブが含まれる。このネッウレス
は、ダイアモンド、ルビー及びサファイアで77セントがつ
けられている。アラスカ蝉アンカレッジのヒューパワー
デザインズがデザイン、製造をした。写真 @TKO
ス9ジオ、ニューヨーヲ。ヱンプレスアバロン社提供。

は、厚さが最大2~3mmの真珠層を持つ。ビーズを用

いた方がより大きな刺激を与えるため、この場合、真

珠層は養殖ブリスター真珠よりも厚くなる。

"'<'Yケンジーによれば、全ての養殖バロック真珠

は、円錐形のような輪郭から球形へと変化を見せる完

壁なバロックである。結果は予備的なものだが、成功

に導いた大きなきっかけがあった。著者は、 1998年2

月に開催されたツーソン宝石ショーで、有核養殖バ

ロック真珠7個を見る機会があったためである(図18)。

エンプレスアバロン社は、外套膜組織挿入養殖

バロック真珠の実験も行っている。有核真珠を成長さ

せる箇所と同じ、内臓付近に組織を移植する。マッケ

ンジーによると、その結果に生じる養殖真珠は薄くて

湾曲しており、爪のような形で部分的には中空である。

外観からは、天然アワビ貝真珠と識別することは不可

能である。現在までのとこるは商業的な生産は行われ

ていない。

検討

【マペ】ブリスター真珠は、養殖真珠で最初に採れ

たタイプで、 13世紀には、既に小さな鉛やスス‘などを

用いて作った宗教的偶像など、様々な形を持つ核が

マザー・オブ・パーノレで覆われるように真珠貝に移植

されていた(カマーリングその他、 1990;77ンクホ.ナー、

1991 ;ウェプ対一、 1994)。最近では、半球形の員殻の

ビーズを大きなどンクターダペンギンtマベ長日前

やaoJl(オーストラリア)に移植し、張り合わせてジュ
エリーに使用できる大きなブリスター真珠が生産され

るようになったけラウニングシールド、 1982;97'9ュ一、 1985;

77ーン、 1986)。これらはマベ真珠と呼ばれる。通常は、

ブリスターのドームを半透明な材料を用いて内側lから
コーティングし、マザー・オブ・パーノレのビーズを挿入

した後、残りの空洞を無色の接着剤で充填してマ

ザー・オブ・パーノレの裏材を付ける(例:クラウニングシール

ト'， 1982;97'9ュ一、 1985参照)。

今日では、あるタイプの真珠層を持ち、真珠貝を

加工した裏材を張り合わせた養殖ブリスター真珠をマ

ベと呼ぶことが多く、通常は、エポキシまたは別のポリ

マ一樹脂でドームを充填するだけである。エンプレス

パールは、その張り合わせの性質がこのマベに似て

いるため、エンプレスアバロン社では、その製品を『マ

ベJと呼ぶことが一般的となっている。エンプレス社の

工程方法は、着色したポリマーを使用してドームを充

填するが、真珠層の内面については、従来から、マベ

の工程において一般に行われているようなコーティン

グは施さない。概して、張り合わせ養殖アワビ貝プリス

ター真珠は、強い色、高いイリデッセンス、及びグリー

ニッ、ンュイエローの紫外線ノレミネyセンスにより他のタ

イプと分別することができ、透明な真珠層は、その独

特な葡萄状の特徴および細胞状の構造(高倍率で確

認できる)を持ち合わせている。

君主苑ブヲス宇一事主務は、ハリオティスルフエセン、

ハリオティスフルゲン、ハワオテイスカムチヤツカナ、

ハリオティスデイスカス、ハリオティスジャイガンティ

ア7Jz(Jハリオティスセイボルディイ冬、私のすワピ虫

類を使用した生産も行われ、「マベJにフアツ、ンョン加

工されている。著者は、ピーターファンクボナー博士

がGIAIこ寄贈してくれた/り才ディスルフェ古シ(北米

西海岸に棲息、するレッドのアワビ員)を使用した「マ

ベJを検査する機会を得た。このサンプノレは、真珠層

のドームをマザー・オプ・パールと員設のベースlこ、透

明な接着剤を用いた非常に薄い層で直接取り付けら

!
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れていた。他の層やドームに使用された充填剤は、確

認されなかった。魅力的な色を備えた、ハググディス

アイグスのブリスターでは圧倒的に多いブルーの色相

と比較すると、シノレバー及びヒ。ンクの色相が強かった

(再びカマリング及び7ライヤー、 1994の写真を参照)。光

沢は強く、わずかにサテンのような質感を持っていた。

【コンキオリンが外観に与える影響】コンキオリン層

の存在の有無やその厚さが、反射する光及び色の性

質を決定する。ブルーのポリ7ー使用では、光の通過

を遮断するために十分な厚さのコンキオリン層を有す

る、このような張り合わせ石においては、フェース・アッ

プの外観に影響を与えなかった。コンキオリンが鏡面

のような役割をし、通常の明るさの上からの光を真珠

層を通して見る者へと反射させ、ライトリターン、色及

びイリデッセンスを最大にする。比較的薄し、コンキオリ

ン層を持ったこのサンプノレのフェース・アyプの色は、

フツレーのポリ7 ーによって多少影響を受ける可能性

があった。しかしながら、中程度の薄さのコンキオリン

層でも鏡面のような役割を果たしたため、この着色ポリ

マーは、強カな光の下でしか識別することができな

かった。切断後、半分はブノレーのポリマーで充填し、

もう半分は無色のポリマーで充填したブリスターのドー

ムを検査してみると、この結論が裏付けられた。双方

をそれぞれフェース・アップで検査しても、色の違いは

識別できなかった(図12)。

逆に、コンキオリン層が存在がしない場合、その

魅力を強くアピールする視覚効果が失われてしまい、

また、層が非常に薄い張り合わせ石においては、光が

ポリマーの充填弗jに吸収されてしまった。このような真

珠は色及びブリリアンスが弱いばかりでなく、着色ポリ

マー中に吸収されてしまった光が、真珠のフェース・

アップの色に影響を及ぼした。反射光を使って慎重に

目視検査をすると、これらは切断された不合格サンプ

ノレや品質が粗悪なもので、いずれもの場合も、ポリ

マーが一因となるフツレーイy、ンュの背景色を示したが、

影響の程度については結論に至らなかった。

【表面処理の検査】強い光沢と透明な真珠層を兼ね

備えているために、その「マベ」がポリ7ーコーティン

グを施されているのではないかと、疑念を抱かせること

がある。また鮮やかな色は、染色したものではなし、かと

誤解を生むこともある(染色されているこれまでのマベ

の中には、このアワビ員の産物に酷似しているものが

ある[Rケイン、私信、 1998])。木研究過程において

-
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図18

ピーズ揮綾をしたパロッウのアワビ員真珠を初めて

養殖した実験において、 1998.年2Rr.ここのような不規骨iな
シヱーブ3慎重出した。アワビ員がピーズにかけた圧力が
妨げとなって、真珠震が核全体を包み込むことができな

かった。サンプルはエンプレスアバロン社提供。

マハデマジオ撮影。

は、コーティングも染料も一切検出されなかった。最先

端技術を用いた検査は全サンプルに対して行つでは

いない。そのため、極めて薄いポリ7ーの膜や有機染

料は、可能な範囲で実施した検査では検出できな

かったという可能性はあるものの、生き生きとした色、

透明感及び強い光沢を持ち合わせているのは、アワ

ビ員が産んだ真珠層独特の特徴である。

【耐久性】エンプレス社の製品については、総合的な

耐久性検査は実施しなかったが、マベの硬度は比較

的低いものが多く (3.5~4):そのドームの真珠層はと
ても薄い。強い衝撃でひび割れが生じることがあるの

で、着用している時は注意しなければならない。この

製品は、ペンダント、エンハンサー、ネックレスの留め

金、ブFローチ、及びイヤリング等、破損する恐れが少

ない箇所に用いる方が最善であると考える。指輪は、

時々着用するだけにとどめることをお勧めする。

結論

エンプレスアパロン社は、ニュージーランド‘のハググ

ティスアイグスに特有の、生き生きとした色と虹のよう

なイリデッセンスを兼ね備えた、養殖ブリスター真珠の

商業生産を行っている。 1997年には、 6，000個の商業

品質の養殖ブリスター真珠を収穫し、サイズは最大直

径12mmで、 1998年にも同様品質の真珠の収穫が見

込まれる。従来から行っている、真珠貝から作り出され
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るマベと同じ張り合わせ工程を用いて、養殖ブリス

ター真珠を貝殻から切り縦し、ブルーのポリマーを充

填した後にマザー・オブ・パーノレで裏打ちを施して、

パフ研磨により強い光沢を与える。このようなfマベj

22個を検査したところ、この製品を張り合わせるのに

必要な、様々な構成要素や真珠層の特徴が明らかに

なった。コンキオリンは「マベ」のフェース・アップの外

観に重要な役割を果たしていた。コンキオリン層が極

めて薄いか存在していなし、ものでは、ドームの充填に

使用したブルーのポリマーが真珠層の色の外観に影

響を及ぼすことがあり、コンキオリン層が比較的厚い

場合は、本来の鮮やかな色やイリデッセンスが最大限

に引き出される。全サンプルを拡大して検査し、その

一部を用いて最先端とされる検査を実施したが、表面

処理の痕跡は見あたらなかった。

これらアワビ貝から採れた「マベjには、そのサイ

ズ、色、光沢、及び表面のフeレミッシュlこ応じて、価格

が設定される。エンプレスアバロン社は、さらに高品

質のものをエンプレスパーノレと命名し、国際市場で販

売を行っている{米国ではエンプレスアバロンパー

ノレ)。品質が比較的低いものについては、オーシャン

レインボーという名前で販売している。アワビ貝の産物

は、他のマベと同様に用心して着用し、取り扱わねば

ならない。

研究は現在も継続中であり、貝の死亡率が低下

し、生産歩留まりは上昇して、真珠層の蓄積がさらに

管理可能となる見込みが大きい。ビーズまたは外套膜

組織を挿入した、養殖アワビ貝バロック真珠を荷業的

に生産する方法を模索中である。

ヨ居辞:著者は、情報、サンプル及び写真を提供してくださった、

ニュージーランドのタライストチャーチのエンプレスアバロン社のヲ

ズ及びマイケルマッケンジ一、サンプんを提供してくださった、カリ

フオルニア捕Yーサリートのキングスランサムのベティスーキング、

顕微鏡写真撮影、助言及び検査を呈識してくださったGIAGTLの

シェーンマタレア一、X緯紛末思続分析をしてくださったGIAGTL 

白ディノデジョン人 EDXRF分析をしてくださった'GIA研究部門の

すムミュールマイスター、 FTIA拡散反射率及びラマンスベタトJレを

採集してくださったGIA研究部F警のシェーンエレン、 ESEA/，雷像を

作成してくださったずラウスヘドガード、文献調査に助力してくだ

さっ士自チヤード T‘Fディコートライプラリー&インフォメーションセ

ンターのスタフフメンバー及びカー，レスパッド市立図書館のレイラ

ド一日ーに感謝いたします。
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